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わがまちづくり支援事業

住民の方々が中心となって考え、
主体となって行う地域づくり

こ
れ
か
ら
の
「
よ
り
住
み
や
す
く
愛

着
の
持
て
る
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
住
民
と
市
町
村
の
合

意
形
成
や
協
働
活
動
が
不
可
欠
で
あ
り
、

よ
り
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、
積
極

的
に
役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
は
、

し
て
、
国
は
「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
支

援
事
業
」
と
し
て
、
地
方
財
政
措
置

（
普
通
交
付
税
措
置
）
に
よ
り
財
政

面
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

な
お
、「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
の
提

案
」
の
な
か
の
③
の
タ
イ
プ
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い

る
「
地
域
活
力
創
出
プ
ラ
ン
」
や

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
」
な
ど
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
１
　
財
政
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

は
？

平
成
十
三
年
度
か
ら
、
普
通
交
付

税
の
単
位
費
用
の
中
に
、
企
画
振
興

費
と
し
て
「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援

事
業
」
分
が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
交
付
税
を
算
定

す
る
際
の
各
市
町
村
の
基
準
財
政
需

要
額
の
中
に
「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
支

援
事
業
」
に
取
り
組
む
た
め
に
必
要

な
経
費
が
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Ｑ
２
　
ど
の
く
ら
い
の
額
が
措
置
さ

れ
る
の
で
す
か
？

平
成
十
三
年
度
に
措
置
さ
れ
る
額

は
、
全
国
で
七
五
○
億
円
程
度
、
人

口
十
万
人
規
模
の
標
準
団
体
に
お
い

て
は
四
、
四
六
五
万
円
程
度
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。「
地
域
の
広
が
り
」

と
し
て
標
準
団
体
の
小
学
校
区
を
例

に
と
れ
ば
、
小
学
校
数
十
九
（
平
均
）

と
し
て
、
一
小
学
校
区
あ
た
り
約
二

三
五
万
円
程
度
措
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

Ｑ
３
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
費
用

が
措
置
さ
れ
る
の
で
す
か
？

（
第
一
段
階
　
話
し
合
い
の
場
づ
く

り
）
で
は
、
住
民
が
集
ま
り
、
情
報

収
集
や
情
報
提
供
を
行
い
な
が
ら
話

し
合
い
を
進
め
て
い
く
た
め
の
費
用

と
し
て

・
会
場
借
上
料

・
情
報
交
換
の
た
め
の
旅
費

・
各
戸
配
付
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
広
報

等
の
作
成
費
用

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
購
入
費
用
・
維
持
管
理

費
用

・
外
部
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の

招
聘
費
用
　
等

（
第
二
段
階
　
わ
が
ま
ち
づ
く
り
の

提
案
）
で
は
、
第
一
段
階
で
提
案
さ

れ
た
様
々
な
意
見
を
集
約
す
る
た
め

の
費
用
と
し
て

・
話
し
合
い
の
結
果
を
冊
子
に
取
り

ま
と
め
る
印
刷
製
本
費
用
　
等

（
第
三
段
階
　
わ
が
ま
ち
づ
く
り
事

業
）
で
は
、
第
二
段
階
で
ま
と
め
た

①
住
民
自
ら
が
行
う
事
業
　
②
住
民

と
市
町
村
が
協
働
で
行
な
う
事
業
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
住
民
が
取
り

組
む
た
め
の
経
費
等
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

Ｑ
４
　
住
民
か
ら
ハ
ー
ド
事
業
が
提

案
さ
れ
た
場
合
は
？

「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」

は
、
人
を
中
心
と
し
た
活
動
（
ソ
フ

ト
事
業
）
に
対
す
る
支
援
事
業
で
す
。

道
路
整
備
等
の
施
設
整
備
事
業
（
ハ

ー
ド
事
業
）が「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
の

提
案
」
の
③
行
政
に
行
っ
て
ほ
し
い

事
業
と
し
て
期
待
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
さ
ら
に
市

町
村
等
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、
事
業

を
実
施
す
る
場
合
は
「
地
域
活
力
創

出
プ
ラ
ン
」
や
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り

事
業
」
等
の
活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
５
　
平
成
十
三
年
度
新
規
事
業
だ

け
が「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援

事
業
」
に
該
当
す
る
の
で
す

か
？

一
定
区
域
の
住
民
が
話
し
合
い
、

自
ら
実
施
す
る
地
域
づ
く
り
を
市
町

村
が
支
援
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
の
既
存
事
業
で
も
「
わ
が
ま
ち

づ
く
り
支
援
事
業
」
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

「
一
定
の
広
が
り
を
も
っ
た
集
ま
り
で
、

住
民
が
活
発
に
話
し
合
い
を
行
い
、
意

見
を
ま
と
め
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
住
民

自
ら
が
地
域
づ
く
り
を
行
う
」
と
い
っ

た
ソ
フ
ト
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
市
町
村
の
事
業
で
す
。
こ
れ
を
地

方
財
政
措
置
を
通
じ
て
国
が
財
政
面
か

ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
ふ
る
さ
と
創
生
」
関
連
事
業
は
「
各

地
域
に
お
け
る
個
性
的
・
魅
力
的
な
地

域
づ
く
り
事
業
」
を
「
自
ら
考
え
、
自

ら
行
う
地
域
づ
く
り
」
と
し
て
、
永
続

的
な
取
り
組
み
に
定
着
・
発
展
す
る
こ

と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
契

機
に
全
国
各
地
で
住
民
の
参
加
を
得
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
個
性
や
環
境
、

伝
統
な
ど
を
生
か
し
た
自
主
的
・
主
体

的
な
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
が
定
着
し

て
き
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
住
民
が

中
心
と
な
っ
て
考
え
、
市
町
村
が
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
を
さ

ら
に
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
、
平
成

十
三
年
度
か
ら
「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
支

援
事
業
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
一
段
階
　

話
し
合
い
の
場
づ
く
り

例
え
ば
、
小
学
校
区
単
位
程
度
の

地
域
の
広
が
り
の
場
に
お
い
て
、
住

民
が
主
体
的
な
話
し
合
い
の
機
会
を

持
っ
た
と
し
ま
す
。

こ
の
話
し
合
い
の
場
に
お
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
情
報

収
集
し
た
り
、
他
の
地
域
と
の
情
報

交
換
を
進
め
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

最
新
の
情
報
や
実
際
の
経
験
を
も
と

に
し
た
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、

そ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
個
性
豊
か

な
意
見
・
提
案
へ
と
ま
と
め
ら
れ
ま

す
。

●
第
二
段
階
　

わ
が
ま
ち
づ
く
り
の
提
案

こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
の
結
果
を

住
民
は
「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
」

と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
す
。
地
域
福

祉
や
子
育
て
支
援
、
商
店
街
活
性
化
、

伝
統
文
化
の
継
承
な
ど
、
地
域
の
課

題
を
住
民
が
主
体
的
に
解
決
す
る
取

り
組
み
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

の
「
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
」
に

は
、
①
住
民
自
ら
が
行
う
事
業
　
②

住
民
と
市
町
村
と
が
協
働
で
行
う
事

業
　
③
行
政
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い

事
業
　
の
三
つ
の
タ
イ
プ
の
事
業
が

含
ま
れ
ま
す
。

●
第
三
段
階
　

わ
が
ま
ち
づ
く
り
事
業

こ
の
よ
う
に
住
民
の
発
案
に
基
づ

い
た
「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
」

の
う
ち
、
住
民
自
ら
が
実
際
に
取
り

組
む
①
と
②
の
タ
イ
プ
の
事
業
を
、

「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
と
し
て

市
町
村
が
支
援
し
ま
す
。

●
第
四
段
階
　

わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
と
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
む
住
民
を
支
援
す
る
市
町
村
に
対

「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」

と
は

財
政
措
置
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」

へ
の
道
の
り

「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」

の
具
体
的
な
流
れ

［まちづくり支援事業で想定される事業例］

政策・制度

・ 地域子育て事業

・ 高齢者福祉施設における交流事業

・ 世代交流イベント

・ 環境美化運動

・ 防災マップづくり

・ 安全安心まちづくり

・ 地域資源マップの作成

・ 空き店舗を活用したチャレンジショップ

総務省地方行政のホームページURL
http://www.home.soumu.go.jp/c-gyousei/index.html
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住
民
自
ら
が
、
具
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、

「
但
馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
」
で
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
六
年
か
ら
約
一
年
間
、

兵
庫
県
但
馬
地
域
の
一
市
十
八
町
を

舞
台
に
開
催
さ
れ
た
三
百
八
十
九
の

イ
ベ
ン
ト
で
、
昭
和
六
十
三
年
十
一

月
に
行
わ
れ
た
「
北
摂
・
丹
波
の
祭

典
」
の
総
合
閉
幕
式
で
開
催
が
決
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

生
野
町
は
、
住
民
・
行
政
の
枠
を

超
え
た
実
行
委
員
会
を
編
成
し
、
銀

山
と
い
う
特
色
を
生
か
し
た
「
銀
の

工
房
展
」、
町
制
百
周
年
の
と
き
に
計

画
し
な
が
ら
も
で
き
な
か
っ
た
「
生

野
三
巨
匠
洋
画
展
」、
若
者
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
の
「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
Ｉ
Ｋ

Ｕ
Ｎ
Ｏ
」
を
主
催
し
ま
し
た
。

「
銀
の
工
房
展
」
で
は
、
地
元
企
業

で
あ
る
シ
ル
バ
ー
生
野
の
共
催
を
得

て
、
秋
田
県
や
神
戸
市
の
企
業
の
協

力
に
よ
る
銀
細
工
の
製
作
実
演
や
三

菱
マ
テ
リ
ア
ル
㈱
の
協
賛
に
よ
る
純

銀
粘
土
工
作
の
体
験
な
ど
の
参
加
型

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
百
九
十
二
日

間
に
約
十
四
万
三
千
人
の
入
場
が
あ

り
ま
し
た
。

「
生
野
三
巨
匠
洋
画
展
」
は
、
白
瀧

幾
之
助
・
和
田
三
造
・
青
山
熊
冶
の

代
表
作
の
里
帰
り
展
で
、
国
立
近
代

美
術
館
や
兵
庫
県
立
美
術
館
、
地
元

の
但
陽
美
術
館
の
協
力
に
よ
り
実
現

で
き
た
も
の
で
す
。
三
十
一
日
間
の

展
示
に
約
一
万
三
千
人
の
入
場
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
」

は
、
人
気
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
「
ハ
ウ

ン
ド
・
ド
ッ
グ
」
を
招
い
た
と
こ
ろ
、

生
野
町
の
人
口
に
匹
敵
す
る
約
六
千

人
の
若
者
が
生
野
高
原
の
特
設
会
場

を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。
地
元
音
楽

グ
ル
ー
プ
・
商
工
会
青
年
部
・
銀
山

太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
実

「わがまちづくり支援事業」（総務省）モデルケース

兵庫県生野町
「地域づくり生野塾」

住民と行政の
パートナーシップによる

21世紀型まちづくりシステム

生野町�

神戸市
●�

兵庫県�

瀬戸内海�

生野町ホームページURL
http://www.kansai.ne.jp/ikunohp/

「乗車率高めて築こう電化の実現」運動 住民と行政担当者が一体となった意見交換会

行
委
員
会
を
中
心
と
し
て
、
消
防
団

な
ど
の
団
体
に
協
力
を
依
頼
し
、
約

三
百
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

で
、
地
元
ラ
ジ
オ
で
の
Ｐ
Ｒ
や
切
符

の
販
売
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
生
野
町
の
歴
史
・
文

化
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
か

ら
地
元
企
業
へ
の
協
力
の
依
頼
、
開

催
期
間
中
の
運
営
ま
で
を
、
行
政
・

民
間
企
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
が
協
力
し
て
実
施
し
ま
し
た
。「
銀

の
工
房
展
」
は
産
業
課
、「
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ス
」
が
総
務
課
、「
三
巨
匠
洋
画
展
」

が
教
育
委
員
会
と
い
う
よ
う
に
、
行

政
の
体
制
も
イ
ベ
ン
ト
別
に
担
当
課

を
決
め
て
窓
口
の
一
本
化
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
予
算
は
、
主
催
者
で
あ
る
生

野
町
と
県
が
二
分
の
一
ず
つ
負
担
し

ま
し
た
。

こ
の
活
動
の
結
果
、
イ
ベ
ン
ト
に

携
わ
っ
た
多
く
の
町
民
が
町
の
歴

史
・
文
化
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な

る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関

心
を
高
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
町
ぐ
る
み
で
イ
ベ
ン
ト
を

展
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト

が
町
民
の
共
通
の
話
題
と
な
り
、
町

民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
促

進
さ
れ
、
行
政
と
町
民
の
間
の
壁
も

低
く
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
生
野
町
は

総
合
計
画
の
改
定
時
期
を
迎
え
て
い

ま
し
た
。
こ
の
総
合
計
画
の
中
の
地

域
計
画
を
住
民
参
加
で
策
定
す
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
田
中
現
助

役
が
総
務
課
長
時
代
に
住
民
参
加
の

先
進
地
で
あ
っ
た
大
分
県
湯
布
院
町

へ
の
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
、
総
合
計
画
策
定
事
務
局
も

再
度
湯
布
院
町
を
訪
ね
、
住
民
参
加

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す
る
た

め
の
手
順
や
体
制
づ
く
り
等
を
学
び

ま
し
た
。

町
民
も
行
政
の
提
案
に
応
じ
、
地

域
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
町
民
・

行
政
混
合
チ
ー
ム
で
あ
る
地
域
委
員

会
（
町
民
八
十
八
人
・
職
員
四
十
三

人
）
が
発
足
し
ま
し
た
。
以
降
、
専

門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
町
の
総
合
計
画
に
お
い

て
、「
学
校
区
単
位
の
ま
ち
づ
く
り
施

策
」
を
住
民
自
ら
が
提
案
し
、
策
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
特
徴
的
な
こ
と
で
あ
り
、
平
成

十
三
年
度
よ
り
実
施
す
る
「
わ
が
ま

ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
に
選
定
さ
れ
た
一
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
時
期
を
回
想
す
る
町
の
担
当

者
は
「
総
合
計
画
の
策
定
時
期
に
、

住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積

極
的
に
推
進
す
る
現
桐
山
町
長
が
民

間
か
ら
助
役
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
が

間
違
い
な
く
わ
れ
わ
れ
の
強
い
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
に
な
っ
て
い
た
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。

助
役
に
就
任
さ
れ
た
当
時
は
、
前

羽
淵
町
長
の
提
唱
さ
れ
た
「
手
作
り

の
町
政
」
に
そ
っ
て
、
住
民
参
加
に

よ
る
地
域
計
画
の
策
定
を
推
進
し
、

後
に
「
生
野
塾
」
の
地
域
担
当
職
員

統
括
責
任
者
と
し
て
、
終
始
生
野
町

の
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

住
民
が
提
案
し
た
地
域
計
画
を
住

民
の
手
で
実
行
す
る
た
め
、
平
成
九

年
六
月
、「
第
一
期
地
域
づ
く
り
生
野

塾
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

塾
を
構
成
す
る
の
は
、
公
募
に
よ

る
住
民
（
ま
ち
づ
く
り
委
員
）
と
町

職
員
（
地
域
担
当
）
で
、
町
内
三
地

域
九
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
、
各
十
人

前
後
（
住
民
と
町
職
員
は
ほ
ぼ
同
数
）

の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

生
野
塾
の
予
算
の
確
保
は
、
毎
年

十
二
月
に
各
グ
ル
ー
プ
が
生
野
塾
の

事
務
局
に
予
算
を
申
請
し
、
事
務
局

で
行
政
の
担
当
課
別
に
割
り
振
っ
た

後
、
各
担
当
課
で
企
画
課
あ
て
に
申

請
す
る
手
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
活

動
内
容
や
数
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま

す
が
、
お
お
む
ね
一
グ
ル
ー
プ
で
百

万
円
か
ら
三
百
万
円
の
範
囲
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
は
、
地
域
の
利

害
に
と
ら
わ
れ
ず
に
活
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
代
表
と
し

て
の
立
場
で
は
な
く
、
個
人
の
立
場

住
民
参
加
の
試
み
と
な
っ
た「
地
域
計

画
」づ
く
り

政策・制度

か
つ
て
銀
山
の
町
と
し
て
知
ら
れ
、

鉱
山
と
と
も
に
栄
え
た
兵
庫
県
生
野

町
。
昭
和
四
十
八
年
の
閉
山
に
よ
り

活
気
を
失
っ
た
町
が(

昭
和
三
十
年
代

ピ
ー
ク
時
人
口
一
万
二
千
人→

平
成

十
二
年
五
千
人)

、
今
、
住
民
参
加
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
先
進
地
と
し
て
、

再
び
そ
の
輝
き
を
取
り
戻
し
て
い
ま

す
。そ

の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

平
成
九
年
六
月
発
足
以
来
、
住
民
と

町
の
職
員
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
地
域

づ
く
り
生
野
塾
」
で
す
。

こ
の
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
に
対
し
て
、

平
成
十
年
十
月
に
兵
庫
県
の
「
さ
わ

や
か
街
づ
く
り
賞
」
を
受
賞
し
、
ま

た
平
成
十
二
年
十
一
月
に
は
、
住
民

参
加
で
地
域
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
自
治
体
に
贈
ら

れ
る
「
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
自

治
大
臣
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
年
度
に
は
、
二
十
一

世
紀
型
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
新
た
に

創
設
さ
れ
た
「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
支

援
事
業
」（
総
務
省
）
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
契

機
と
な
っ
た
平
成
六
年「
但
馬
・
理
想
の

都
の
祭
典
」

1
塾
立
ち
上
げ
の
経
緯

2
塾
発
足
と
試
行
錯
誤

第
一
期
地
域
づ
く
り
生
野
塾
の
発
足
と

住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

住
民
参
加
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
っ
た

民
間
か
ら
の
現
桐
山
町
長
の
助
役
就
任
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で
参
加
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
代
表
は
議

員
で
あ
り
、
議
会
で
あ
る
と
の
考
え

か
ら
で
す
が
、
こ
の
こ
と
が
「
議
会

軽
視
に
つ
な
が
ら
な
い
か
」
と
の
議

員
か
ら
の
批
判
や
「
町
政
に
お
け
る

生
野
塾
の
位
置
付
け
が
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
町
民
の
疑
問
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
そ
も
そ
も
個
人
の
立
場
で
の

参
加
が
現
実
的
に
可
能
か
疑
問
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
、
選
挙
に
よ
り
選
出

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
自
発
的

に
参
加
し
て
い
る
だ
け
の
町
民
に
よ

る
決
定
事
項
を
ど
の
よ
う
に
法
的
に

扱
う
べ
き
か
は
、
住
民
参
加
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
内
在
す
る
本
質
的
課

題
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
事
項
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

行
政
か
ら
の
参
加
者
で
あ
る
地
域

担
当
職
員
か
ら
は
、
町
の
制
度
に
位

置
付
け
ら
れ
た
業
務
の
一
環
と
し
て

参
加
し
て
い
た
た
め
「
通
常
の
仕
事

の
ほ
か
に
仕
事
量
が
増
え
て
困
る
」

と
か
「
既
に
進
行
し
て
い
る
事
業
と

生
野
塾
で
行
う
作
業
と
の
調
整
が
難

し
い
」
と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。
生

野
町
に
お
け
る
住
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
町
民
と
行
政
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
の
対
話
を
中
心
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
常

業
務
終
了
後
の
打
ち
合
わ
せ
も
多
く
、

行
政
担
当
者
に
も
大
き
な
負
担
を
か

け
る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
は
容
易
に

推
察
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
「
既
に
検
討
さ
れ
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
関
す
る
情
報
を

公
開
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
す
る
ま

ち
づ
く
り
委
員
と
「
進
行
し
て
い
る

事
業
内
容
を
ど
こ
ま
で
住
民
に
知
ら

せ
る
べ
き
か
ど
う
か
の
判
断
が
難
し

い
」
と
考
え
る
行
政
担
当
者
と
の
間

で
の
衝
突
も
多
く
の
地
域
で
見
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
、
ま
ち
づ
く

り
案
を
行
政
が
作
成
し
た
後
に
住
民

に
公
開
す
る
と
い
う
従
来
の
ま
ち
づ

く
り
と
、
作
成
段
階
か
ら
住
民
が
参

加
し
て
い
く
と
い
う
住
民
参
加
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
対
立
点
で
あ
り
、

そ
の
場
限
り
の
答
弁
に
よ
る
解
決
で

は
な
く
、
法
的
な
解
決
が
望
ま
れ
る

も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
ル
ー

ル
も
な
く
手
探
り
状
態
で
は
じ
め
た

住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
し

た
が
、
暗
中
模
索
し
な
が
ら
も
「
地

域
計
画
」
で
示
さ
れ
た
施
策
の
実
現

に
向
け
て
平
成
十
一
年
三
月
ま
で
多

方
面
に
わ
た
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
、
行
政
が
実
施
し
た
次
の
三

つ
の
支
援
策
は
生
野
塾

の
活
動
を
陰
で
支
え
た

も
の
で
、
生
野
塾
の
大

き
な
特
徴
に
な
っ
て
い

ま
す
。

①
常
設
活
動
場
所
の
提

供
生
野
塾
の
活
動
拠

点
が
役
場
で
は
町
民

が
堅
苦
し
く
感
じ
る

の
で
は
と
い
う
配
慮

か
ら
、
旧
中
学
校
寄

宿
舎
を
メ
ン
バ
ー
が

都
合
の
い
い
時
間
に

自
由
に
使
え
る
よ
う

に
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、

生
野
塾
の
活
動
場
所

が
町
民
の
「
サ
ロ
ン
」

も
し
く
は
「
た
ま
り

場
」
的
雰
囲
気
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
話

し
合
い
が
頻
繁
に
も

た
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
ま
ち
づ
く
り
委

員
か
ら
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

②
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
派
遣

ま
ち
づ
く
り
活
動

の
専
門
的
な
分
野
は

メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
不
慣
れ
な

分
野
で
あ
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
月
に
一
度
「
定

例
相
談
室
」
と
し
て
招
き
、
行
政

あ
る
い
は
ま
ち
づ
く
り
委
員
か
ら

の
相
談
に
応
じ
る
体
制
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。

特
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営

に
関
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
り
方

や
司
会
者
の
役
割
に
つ
い
て
、
専

門
家
の
助
言
を
必
要
と
し
ま
し
た
。

③
ま
ち
づ
く
り
委
員
へ
の
活
動
報
酬

費
住
民
の
知
恵
と
力
を
借
り
て
地

域
計
画
を
実
現
し
て
い
く
も
の
で

あ
る
と
の
行
政
の
考
え
か
ら
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
に
対
し
て
活
動
報

酬
費
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

か
ら
は
活
動
報
酬
費
の
支
給
よ
り

も
看
板
や
チ
ラ
シ
作
成
費
の
よ
う

な
実
質
的
な
活
動
経
費
の
支
払
い

を
増
額
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
出

て
い
ま
す
。

■施策の実現に向けて実施した主な活動（一部）�
施　　策� 活　　動�

「口銀谷の町並みをつくる会」を結成し、会報の作成やシンポジウムを通じて環境保全の啓発活動を実施�

地域ぐるみで「栃原の魅力地図」を作成�
住宅団地の付加価値増強をめざして、建築協定と貸農園制度を検討�

（第1期）・特急「はまかぜ」の停車に合わせてＪＲ播但線利用促進の標語募集や挨拶運動の標語募集�
（第2期）・駅の利用率の向上を最優先課題として、駅構内へのプランターの設置や待合室を使った映画会やコンサート を行う。�

トロッコや銀山太鼓など地域の歴史と文化に根ざした祭り�
・第一回へいくろう祭りの開催（来訪者約800人　ボランティア総勢70人）�
・第二回へいくろう祭りの開催（来訪者約2,000人　ボランティア総勢100人）�

（第1期）・河川公園のイメージ図（図面）作成�
（第2期）・イメージ図が、県が実施する「コミュニケーション型県土づくりモデル事業」を誘引することになり、町主催の�
　　　　  ワークショップの結果を反映した河川公園が建設される。　�
　　　  ・ワークショップに参加していた小学校の先生の提案で、今年4月完成した河川公園で小学校の始業式が行われた。�

（第1期）・河川環境の保全啓発活動やホタルの生態研究�
 （第2期）・河川の水質調査や子供達を対象とした啓発教育イベントを実施し、第１期での調査研究をもとにホタルを養殖�

口銀谷の町並みづくり�

栃原の魅力を伸ばす事業�
貸農園制度の検討　　�

播但線を複線電化する�
運動�

生野銀山とともに歩む�
地域の活性化�

河川公園の整備　�

美しい清流の保全�

多
方
面
に
わ
た
っ
て
、
地
域
計
画

の
具
体
策
の
実
施
に
結
び
つ
い
た

「
第
一
期
地
域
づ
く
り
生
野
塾
」
で
す

が
、
第
二
期
に
向
け
て
次
の
よ
う
な

反
省
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

①
ハ
ー
ド
面
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
、

理
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
図
や
デ
ッ
サ

ン
を
描
く
こ
と
が
作
業
の
中
心
に

な
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と

ま
ち
づ
く
り
と
は
施
設
の
整
備

で
あ
る
と
い
う
固
定
観
念
に
と
ら

わ
れ
す
ぎ
た
結
果
で
し
た
。

第
二
期
で
は
、
す
ぐ
に
で
き
る

身
近
な
こ
と
か
ら
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
「
播
但
線

を
複
線
電
化
す
る
運
動
」
に
お
い

て
も
、
複
線
電
化
の
た
め
の
設
計

図
作
成
よ
り
も
「
乗
車
率
高
め
て

築
こ
う
電
化
の
実
現
」
と
い
う
標

語
を
駅
舎
に
掲
示
し
た
り
、
駅
舎

内
で
映
画
鑑
賞
会
や
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
り
し
て
、

生
野
駅
を
町
民
の
交
流
の
場
に
す

る
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

②
実
現
が
困
難
と
思
わ
れ
る
事
業
提

案
も
多
く
あ
っ
た
こ
と

事
業
化
に
は
多
額
の
予
算
が
必

要
と
な
る
地
域
開
発
の
よ
う
な
、

実
現
が
困
難
と
思
わ
れ
る
事
業
も

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

第
二
期
で
は
、
多
額
の
予
算
を

必
要
と
す
る
ハ
ー
ド
事
業
の
検
討

は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

③
抽
象
的
で
漠
然
と
し
た
施
策
は
、

具
体
的
な
活
動
に
取
り
組
む
ま
で

に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と

例
え
ば
「
個
性
あ
る
地
域
づ
く

り
」
や
「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」

の
よ
う
な
必
要
性
は
認
め
な
が
ら

も
、
抽
象
的
な
た
め
検
討
方
法
が

１．但馬・理想郷の都の祭典�
 平成6年4月　但馬・理想の都の祭典開幕�

�

3．第１期地域づくり生野塾の発足�
  平成9年  第1期地域づくり生野塾の発足�
　　  5月  地域担当職員に辞令交付�
　　　　　    まちづくり委員の募集開始�
　　  6月  地域づくり生野塾 発足式�
                 （以降グループ毎に随時会議を開催）�
　　10月　地域づくり生野塾 第1回活動報告会�
平成10年�
        1月  地域づくり生野塾 平成10年度予算の取り纏め�

                ★グループ会議開催状況　�
                   平成9年6月～平成10年3月�
　                延べ108回（まちづくり委員414人 担当職員450人）�

　　10月  兵庫県「さわやか街づくり賞」受賞�
      12月  まちづくりフォーラム開催�
平成11年�
        3月　第1期地域づくり生野塾まとめの会�

     　　　  平成10年4月～平成11年3月�
                延べ162回（まちづくり委員532人 担当職員570人）�
�

2．生野町総合計画の策定�
  平成7年　生野町総合計画の策定�
        3月　総合計画策定のための地域委員88人決定�
        5月　庁舎内プロジェクトチームC21発足�
        6月　地域委員会スタート　地域振興アドバイザーの指導�
  平成8年�
        7月　地域計画説明会の開催�
        9月　総合計画審議会審議・議決�
       12月　総合計画の実現に向けたシステムづくりの検討�
�

4．第2期地域づくり生野塾の発足�
 平成11年　第2期地域生野塾の発足�
　　　6月　まちづくり委員の公募開始�
　　　7月　地域担当職員に辞令交付�
　　　8月　第2期地域づくり生野塾発足　以降グループごとに会議開催�
　　　12月　第2期地域づくり生野塾第1回活動報告会�

　　　　　  ★グループ会議開催状況　�
　　　　　     平成11年8月～平成12年3月�
　　　　　     延べ84回（まちづくり委員370人 担当職員331人）�

 平成12年�
　　　4月　へいくろう祭り開催�
　　　5月　第2期地域づくり生野塾 第2回活動報告会�
　　　6月　住民参加のまちづくり推進懇話会の設置�
　　　11月　住民参加のまちづくり自治大臣表彰受賞�
 平成13年�
　　　4月　第2回へいくろう祭り開催�
�
�
�

■生野町の住民参加型まちづくりの経緯

第
一
期
地
域
づ
く
り
生
野
塾
の

反
省
点
と
第
二
期
で
の
対
応
方
法

行
政
か
ら
提
供
さ
れ
た

三
つ
の
支
援
策
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スクラム組んだ住民・行政担当者の生野塾推進

「
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
ポ
イ
ン
ト

・
す
ぐ
で
き
る
身
近
な
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

・
考
え
て
か
ら
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
行
動
し
な
が
ら
考
え
よ
う

・
会
議
に
参
加
で
き
な
い
人
た
ち
が
参
加
し
や
す
い
機
会
を
用
意
し
よ
う

・
一
期
二
〜
三
年
を
め
ど
に
、
長
い
目
で
住
民
参
加
を
育
て
て
い
こ
う

見
出
せ
ず
、
具
体
的
な
活
動
を
実

施
す
る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

第
二
期
で
は
、
抽
象
的
な
テ
ー

マ
に
は
取
り
組
ま
な
い
よ
う
に
し

ま
し
た
。

④
参
加
し
て
い
な
い
住
民
と
の
温
度

差
が
解
消
で
き
な
か
っ
た
こ
と

活
動
の
趣
旨
に
は
賛
同
し
て
い

て
も
、
仕
事
な
ど
の
関
係
か
ら
定

期
的
に
は
参
加
で
き
な
い
町
民
も

多
数
い
る
こ
と
に
対
す
る
配
慮
が

十
分
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。第

二
期
で
は
、
参
加
し
て
い
な

い
住
民
と
の
温
度
差
を
解
消
す
る

た
め
、
企
画
段
階
や
事
前
準
備
段

階
へ
の
参
加
は
無
理
で
あ
っ
て
も
、

イ
ベ
ン
ト
当
日
だ
け
の
参
加
を
も

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
う
に
努
め

ま
し
た
。

⑤
地
域
担
当
職
員
は
課
長
補
佐
以
下

が
担
当
し
た
た
め
、
町
民
か
ら
幹

部
職
員
が
い
な
い
こ
と
に
対
す
る

批
判
が
あ
っ
た
こ
と

実
際
問
題
と
し
て
、
課
長
級
の

職
員
が
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
生
野
塾
で
の
提
案
や
意
見
交

換
の
内
容
が
課
長
会
に
報
告
さ
れ

ず
、
担
当
職
員
と
幹
部
職
員
と
の

間
に
認
識
の
ズ
レ
が
生
じ
て
い
ま

し
た
。

第
二
期
で
は
、
課
長
級
の
職
員

も
塾
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
行

政
内
で
の
認
識
の
ズ
レ
が
解
消
さ

れ
る
と
と
も
に
、
よ
り
実
現
性
の

高
い
施
策
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
幹
部
職
員

か
ら
は
「
住
民
の
意
見
を
聞
き
す

ぎ
る
と
抜
き
差
し
な
ら
な
い
状
況

に
な
ら
な
い
か
」「
住
民
の
声
を
聞

く
と
仕
事
が
し
に
く
く
な
る
。
や

や
こ
し
く
な
る
」「
資
料
提
供
な
ど

に
お
い
て
、
議
会
と
の
調
整
が
難

し
く
な
る
。
議
会
と
生
野
塾
と
の

ど
ち
ら
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
か
」

と
い
っ
た
新
た
な
と
ま
ど
い
の
声

も
あ
が
り
ま
し
た
。

⑥
ど
ん
な
テ
ー
マ
に
も
手
を
出
す
傾

向
に
な
り
、
大
前
提
で
あ
る
地
域

計
画
と
の
整
合
性
が
見
失
わ
れ
か

け
た
こ
と

や
る
気
が
あ
る
あ
ま
り
、
肩
に

力
が
入
り
す
ぎ
て
何
に
で
も
手
を

出
　
す
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
グ
ル
ー
プ
間
の
発
表
で
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
自
体
が
活
動
の

目
標
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

手
を
広
げ
る
方
向
に
走
っ
て
し
ま

っ
た
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す

⑦
議
会
と
の
調
整
に
苦
慮
し
た
こ
と
　
　

第
一
期
に
お
け
る
若
手
担
当
職

員
も
第
二
期
に
お
け
る
幹
部
職
員

も
、
生
野
塾
と
議
会
と
の
調
整
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
。
資
料
の
提
供

に
お
け
る
優
先
順
位
や
事
業
に
関

す
る
情
報
公
開
の
問
題
な
ど
、
法

的
に
は
住
民
代
表
の
立
場
に
は
な

い
一
般
住
民
の
集
ま
り
で
あ
る
生

野
塾
の
位
置
付
け
が
明
確
で
は
な

い
こ
と
か
ら
く
る
問
題
点
で
、
今

後
の
検
討
課
題
と
し
て
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
み
な
が

ら
も
一
年
後
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た

第
二
期
地
域
づ
く
り
生
野
塾
が
発
足

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
一
期
の
反
省
を
踏
ま
え
、
第
二

期
は

・
す
ぐ
に
で
き
る
身
近
な
こ
と
か
ら

手
を
つ
け
よ
う

・
考
え
て
か
ら
行
動
す
る
の
で
は
な

く
、
行
動
し
な
が
ら
考
え
て
い
こ

う
の
精
神
を
基
本
と
し
て
活
動
を
続
け

ま
し
た
。

主
な
活
動
は
第
一
期
の
活
動
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
た
も
の
が
多
い
の
で

す
が
、
第
二
期
の
特
徴
と
し
て
、「
銀

山
と
と
も
に
歩
む
地
域
の
活
性
化
」

施
策
の
具
体
策
と
し
て
、「
へ
い
く
ろ

う
祭
」
が
四
月
に
実
施
さ
れ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成
十
二
年
四

月
に
第
一
回
目
を
開
催
し
、
約
八
百

人
が
生
野
町
を
訪
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
総
勢
七
十
人
の
力
を
借

り
て
運
営
し
ま
し
た
。

第
二
回
目
は
平
成
十
三
年
四
月
、

町
観
光
協
会
が
共
催
者
に
加
わ
り
、

地
元
の
伝
統
的
な
山
神
祭
り
や
不
動

尊
の
祭
り
も
一
緒
に
行
う
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、
担
当
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
、

百
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営

に
参
加
し
、
町
内
外
か
ら
二
千
人
以

上
が
集
ま
り
ま
し
た
。
兵
庫
県
内
の

姫
路
・
明
石
・
神
戸
か
ら
は
バ
ス
ツ

ア
ー
で
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

生
野
町
は
、
こ
れ
ま
で
法
的
な
根

拠
の
な
か
っ
た
「
地
域
づ
く
り
生
野

塾
」
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
た

め
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
平

成
十
三
年
度
中
に
策
定
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
は
、
条
例
の
制
定

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
住
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
た
め
、
生
野
塾
の
メ
ン
バ
ー
も
加

わ
っ
た
「
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
懇
話
会
」
を
設
置
し
、「
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
」
の
先
進
地
で
あ
る

北
海
道
ニ
セ
コ
町
と
九
回
の
会
合
を

持
ち
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
逐

条
的
な
検
討
も
行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
組

織
の
位
置
付
け
を
条
例
に
お
い
て
法

的
に
明
確
に
し
、
議
会
や
議
員
と
の

関
係
な
ど
、
生
野
塾
の
活
動
を
通
じ

て
解
決
で
き
て
い
な
い
課
題
に
取
り

組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

「『
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
』
へ

の
足
掛
か
り
は
『
住
民
へ
の
行
政
参

加
』
か
ら
始
ま
る
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
語
っ
た
、
生
野
町
役
場
の
担
当
者

の
言
葉
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

本
質
を
言
い
表
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

■問い合わせ先/生野町まちづくり政策課　電話　0796－79－2240
生野町ホームページURL/http://www.kansai.ne.jp/ikunohp/

住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
へ
の
行
政

の
取
り
組
み

第
二
期
地
域
づ
く
り
生
野
塾
の
発
足

3
塾
の
本
格
的
稼
動

地元祭として新しいシンボルとなった「へいくろう祭り」

桐山徹郎町長に聞く

－第３期地域づくり生野塾に向けて－
－「生野塾」4年間の成果をどうとらえていますか。
職員については、予算編成や事業企画の際にいつも住民との協働を

意識するようになったし、縦割りの組織にとらわれない住民との交流
を通じて、職員同士の横の連携が生まれてきました。私どもの職員は
本当によくやってくれています。また住民にとっては、行政が身近に
なり、自分たちも行政の仕事の一翼を担えるという意識が出てきたと
思います。さらに、いろいろな技術や能力を持つ住民を発掘する機会
になったという意味でも、生野塾は大きな意義があります。

－2期目には課長級の職員も塾に加わりましたが、
その効果はどうでしたか。
課長会議の中で生野塾についての報告がきちんとなされるようにな

りましたし、施策の組み立てや予算化がより実現性の高いものになり
ました。若手の地域担当職員にとっても、より活動しやすくなったの
ではないでしょうか。

－第3期に向けての課題は何でしょうか。
これまでの活動で蓄積してきた住民参加の手法を、町民全体にどう

浸透させていくかが最大の課題です。まだまだ「一部の人が好きでやっ
ている」と思われている面もあり、町内でなかなか評価されにくいとい
うことです。それと、若い層や女性にももっと参加してほしいですね。

－まちづくりの基本条例の制定を視野に入れているとのことですが。
生野塾を第１段階とすれば、それを踏まえた第3段階が条例化です。
地方の時代といわれ、合併論議がさかんになっているなかで、生野町
における行政と住民のかかわり方を将来的に宣言し、世に知らしめる
ことが必要と考えました。

－条例のポイントは？
これまでに実践してきた住民参加によるまちづくりの方法を、条例

の中でシステム化することが第一。住民と行政の役割分担を明確にし
たいと考えています。また懇話会での論議を通じて、住民にはまちづ
くりに参加する権利があると同時に、不参加の権利もあることを学び
ました。こうしたことをどう生かすかも問題になります。

生野塾を踏まえた第2段階が
まちづくり基本条例の制定


